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沖縄は、暖かい黒潮の影響がある亜熱帯の島国、本州とは気候が違う。 

国
際
研
修
で
は
、
日
本
の
指
針
は
、
さ
て
お
き
、
世
界
の
情
報
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。 

宮
古
島
は
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
、
山
は
な
い
。
雨
水
と
地
下
水
利
用
の
島
。 



 

世界では、緩速ろ過が再認識されてきた。 
濁
り
対
策
で
、
薬
品
を
使
わ
な
い
上
向
流
粗
ろ
過

が
注
目
さ
れ
て
き
た
。 

研
修
で
は
モ
デ
ル
で
上
向
流
粗
ろ
過
の

仕
組
み
を
、
毎
回
、
教
え
た
。 



 

クリプト原虫による集団下痢事故後、世界では緩速ろ過が再認識された。 

研
修
で
は
石
垣
島
へ 

石
垣
浄
水
場
は
大
き
な
施
設 



 

2010 年度は大洋州から多数の研修生 

研修の最後に、素晴らしい感謝のスピーチに感動 

皆
が
、
喜
ん
で
踊
っ
た
。 



 
削り取り作業を体験。 

藻の下の砂は汚れていない。 

緩
速
ろ
過
は
生
物
群
集
が
活
躍
し
て
浄
化
す
る
。
生
物
群
集
が
嫌
が
る
こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い
。 

 

越
流
す
る
水
が
も
っ
た
い
な
い
と
越
流
管
に
蓋
。 

  

浮
上
藻
を
除
く
の
は
大
変
。 

  



 

削り取り後、水の入れ方を体験。 
ろ過したばかりの水は、 

スーパークリーンのおいしい水。 

ろ
過
池
の
隅
の
砂
は
真
っ
黒
、
玉
子
が

腐
っ
た
臭
い
。
酸
素
不
足
だ
。 

砂層上部で、微小生物が活躍して、浄化する。 



 

ろ過水中の溶存酸素濃度は、大きく日変化している。 

ろ
過
速
度
を
速
く
す
る
と
、
ろ
過
水
の
溶
存

酸
素
濃
度
の
日
変
化
幅
は
小
さ
く
な
る
。 

テ
ム
ズ
水
道
は
、
生
物
群
集
に
や
さ
し
く
す
る

た
め
に
、
ろ
過
速
度
を
速
く
し
た
。 



 
石垣市水道部でも、会議室で講義。 

 

大
洋
州
か
ら
の
研
修
生
は
環
境
が
似
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
研
修
を
受
け
た
。 



 

石垣浄水場は大きな浄水場。 

自然流下で動力は必要ない。 

石垣浄水場で削り取り。 

砂は汚れていない。 

石
垣
浄
水
場
は
本
当
に
大
き
な
浄
水
場
。 

大
き
な
ク
ル
ー
ズ
船
は
石
垣
港
で
緩
速
ろ
過
の
水
道
水
を
補
給
す
る
。 



 

石垣浄水場のろ過池には多数の魚がいた。 

緩
速
ろ
過
は
生
物
群
集
に
よ
る
浄
化
を
実
感
し
て
も
ら
っ
た
。 

機械や薬品を使わない浄化法。 

これなら、自分らの国でも維持管理できると納得。 

 



 

石垣島には小さな浄水場もある。 

生
物
群
集
に
や
さ
し
く
し
、
ス
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン
の
水
を
作
っ
た
浄
水
場
。 

現場で、実体験が必要だ。 

緩速ろ過は生物群集の活躍による浄化法：生物浄化法だ。 

 

こ
の
浄
化
法
な
ら
自
分
ら
の
国
で
も
導
入
し
た
い
と
い
う
。 



 

外務省の ODA 白書で 2014 年、

2015 年で、宮古島での JICA 研修

を取り上げてくれた。 

生
物
群
集
に
や
さ
し
く
す
る
と
、
ス
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン
の
水
が
で
き
る
。 

 

沖
縄
の
国
際
研
修
で
は
、

毎
年
、
浄
化
モ
デ
ル
を
つ

く
り
、
生
物
群
集
の
働
き

を
解
説
。 

 

生物浄化の水は、基準より、 

数桁もきれいな水になる。 

外
務
省
は
世
界
を
相
手
、
世
界
の
常
識
で
判
断
。 

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
業
界
の

意
向
・
常
識
で
作
成
。 


